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eスポーツ放談
　古川モトイ




　バレーボールにおいて。天井サーブが廃れた原因はいくつかあるそうだが、サーブを頭より高い位置で取っても良くなったのが大きな原因のようだ。「天井サーブが強すぎたのでルールが変わった」と書けばなんだか分かりやすいが「天井サーブを使う日本が強すぎたからルールを変えた」と書くとなんだか不公平に感じる。この特定のチームが強くなりすぎると「平等に」ルールを変更するのは国際的なスポーツの一つの傾向だろう。eスポーツと他の国際的なスポーツの大きな違いの一つだと私は思う。eスポーツという言葉を日本で広めて、多くの国民が共有できる娯楽にしたいと考えている集団がいるようだが、時に「日本人の持つスポーツのイメージが狭い」と言った論調も見られる。確かにそうだ。しかし、eスポーツの地位が上がらないのはそんなところに由来していない。単に娯楽として「成熟していない」だけの話だ。

　eスポーツのアスリート達は多くの場合、別のゲームもやった経験がある。その中で自分が勝ちやすいゲームを選んで試合に出たいのではないかと思う。普通に考えたらそうだろう。自分が優位を発揮できなくなったらそのゲームにしがみつく必要はない。ゲーム会社は新しいゲームをリリースし続けているので、その中で優位さを保てるタイトルに移住するだけだ。なのでゲームを「平等」にするとプレイヤーは離れる。対戦ゲームで時に嫌われる「じゃんけん」と言う現象がある。ゲームの勝敗がプレイヤーの技術ではなく「運」によって決まってしまうような状況だ。積み重ねたトレーニングが意味を成さなくなる。有名プレイヤーがノーマークの相手にやられてしまう。しかも「番狂わせ」でもなんでもなく「起こるべくして」それは起こる。日々の鍛錬や努力、才能といったものを全て帳消しにしてくるのが対戦ゲームにおける「平等」の恐ろしさだ。ゲーム会社は不平等なルールを売ることになる。不平等な世界じゃないと「有名」プレイヤーは生き残れない。有名プレイヤーが有名プレイヤーになったときには彼らにもストーリーが出来る。しかし、ゲームが「じゃんけん」では有名・無名の差が出来ない。プロゲーマーはビジネスだ。誰かが投資するからプロになれるのだ。でも、差がないものに投資するのはナンセンスだ。プロゲーマーは売れるストーリーを持たなければいけないと投資家が考えていたら、平等な「じゃんけん」など以ての外だということだ。

　こうした「価値を生む不平等さ」はスポーツにも共通している。ただし、スポーツとはそのロジックが違う。スポーツでは元アスリート達などからなる団体が次のルールの決定に関わるが、eスポーツはゲーム会社がゲーム会社の視点でそれを行なう。eスポーツ推進派は今のうちに「ゲームのアップデートに国際オリンピック委員会から厳しい注文が入って換骨奪胎される現象」に予め名前をつけて注意喚起を始めた方が良いのではないだろうか。逆を考えてみたら理不尽さは際立つ。オリンピック競技のルール改正にゲーム会社が口を挟んだらどうだろうかと言う概念だ。おおよそ100m走は「足の速いヤツを決める競技」なのに、インターネットで対戦すると、世界で同時に同環境で計測するのが不可能になるから、100m走専用の公式ルームランナーを使って、無風の屋内で試合をするように変更しろと、ゲーム会社の意見が通ったら、それは別の競技になる。

　ゲーム会社はゲームを売らなければいけない。手っ取り早いのはゲームを作って売る事だ。その時に故意に「今、活躍しているゲーマーに有利なゲームを作る」と新しいプレイヤーは参入を控えるだろう。逆に「今、活躍しているゲーマーに特に有利さがないゲーム」を作れば有名プレイヤー達はその「お金になるストーリー」ごと居なくなってしまう。これはとても難しい問題だ。オリンピックのスポーツを考えてみよう。ボクシングは紀元前から「殴り合って強いヤツを決める」ルールを基本に貫いてきた。ところがボクシングが作られた当時のチャンピオンは現在誰も勝てていない。英雄たちは墓に居る。人間の寿命より長くボクシングが続いているので仕方がない。そして、最初にボクシングを考案した団体は、今、ボクシングによって儲けていない。ボクシングのルールは商品ではないからだ。ボクシングをしているところにボクシングのルールを作った人間はお金を取りにいかない。eスポーツはどうだろう。対戦ゲームはボクシングのようになれるのだろうか。ゲームをしているところからゲームを作った人間がお金をとる仕組みは禁止されているだろうか。世界大会で使用されるゲームは世界中の誰でも同じものを作って配ることが出来るだろうか。そして、そのゲームは平等で誰かに有利に作られてはいないか。そういうことを一切合財考えずに「ゲームはスポーツ」と言い張るから訳が分からなくなる。野球場を作ることが出来る企業が世界でたった一社に限定されているところを想像してみよう。ボールもバットもそこの会社しか作ってはいけないとしたら、それははたして世界に胸を張って

　際的なスポーツといえる代物だろうか。プールにはる水を仕入れる会社が水泳連盟によって規定されていたらどうだろう。eスポーツをスポーツと言い切るにはあまりにも違う点が多い。現在、スポーツの世界ではデジタル技術を用いている。フェンシングなどは電子機器の介在なしには現在は成り立たない。扱うものがアナログじゃないからスポーツではないといっているわけではない。ゲーム会社はスポーツのルールを提供しているのではない。ゲームを売っている。悪いことではない。ゲームを売る会社はゲームを売るべきだ。ただ、ルールそのものに値段をつけて販売したり、他者による配布を禁じるのは、それはもうスポーツではない。サッカーはサッカーを覚えた時点で誰でも参加できる。一人一本、サッカー会社が作ったサッカーを買う必要はない。ボールは好きなブランドのものを選んで買ってもよいし、自分で作ってみても良い。サッカーボールを自分で作って遊んでいたところにサッカー会社がやってきて「違法コピーです」と訴える事もないし、他人からボールを譲り受ける際に、サッカー会社にマージンを払うべきかと言う議論もされない。ゲームは確かに高度な製品で、沢山の人間が関わって作っているが、これまでサッカーボールの製造に関わってきた人間の数と、サッカーボールの開発につぎ込まれてきた資金や時間を考えると、そこそこいい勝負だろう。

　私がeスポーツが嫌いかと言うとそういうわけではない。むしろ、私はゲームが好きな側の人間だ。ゲーセンの店舗レベルのゲームの大会を運営した経験があるし、そこそこ労力を支払った自負もある。ただ、eスポーツを日本人の持つこれまでの「スポーツ」に当てはめるのは無理がある。少々作文は雑でも事情は上で説明したとおり。スポーツにどうしてもしたいと言うのなら、




　[1]長距離走の練習のために必ず陸上競技団体にお金を払う必要がないのと同じく、機会平等の視点からその販売方式を再考するべき。

　[2]スポーツ器具のメーカーがルールを変更できないのと同じく、対戦に関わるデータのアップデートをスポーツの国際団体の許可を経ずに行なうべきではない。

　[3]ボクシングの団体が同時に複数存在しているのと同じく、ゲームサーバーも含め、運営団体はその運営を独占してはいけない。

　[4]ゴルフのルールが秘匿されていないのと同じく、ソースは公開されていなくてはいけない。




　ゲームによっては良いセン言っている場合もあるが、私に言わせるとeスポーツがスポーツの顔をしたければこれぐらいは取り繕ってもらわないと困る。これが囲碁・将棋とeスポーツの圧倒的な差だろう。別に「eスポーツをスポーツと認めない」のは日本人が閉鎖的だからではない。eスポーツが「これまでスポーツが進化させてきた厳格さ」に敬意を払っていないように見えているからだろう。モノによっては「スポーツって言っておけば新たなビジネスのムーブメントに乗っかってカネになるんじゃないか？」がミエミエではないだろうか。

　ここまで書いてなんだが、私はeスポーツは推進するべきだと考えている。今、オリンピックスポーツの進歩の度合いが21世紀だとすると、eスポーツは鎌倉時代ぐらいのトコロまでは来ていると思う。きっと、これからも消費者庁や法律を巻き込んで切磋琢磨しながら進歩を続けていくであろう。私の願いとしては、その中で「より多くの人にわかりやすい娯楽」になって欲しいということだ。実況も解説もコアユーザーに向けた話に終始せずに、バランスよく「何が面白いのか」を「より多くの人間」に伝える努力をして欲しいと切に願う。




　すんません今回は詞はお休みです。



他人の畑で雑句ザク<
/div>

セッシ24度。


ドラゴン(松岡ヒロシ)




　思わず見てしまう、というのは誰にでもあると思います。

　私は小汚いおば様でもスカートがめくれると思わず見てしまいます。もちろんキレイで可愛らしい方なら、そのような祝福の扉の入り口を見られれば一回ごとに100日命が縮んでも一々モンクは申しません。しかし罪深い私は小汚いおば様にも目がイッてしまいます。

　つい先日などは、近所のスーパーで浅漬けたくわんのような肢体のおば様が、お買い得品とは名ばかりの単なる腐りかけ野菜コーナーの前にしゃがみこみ、否が応でもその堕落した中身がこちらの目に飛び込んできました。その歪んだ時空に目は釘付けられましたが「ほほぅ、意外とVゾーンは色素沈着もなくキレイだなぁ」とホレボレもしてしまいます。また少し違いますが、たまに行く100均でヘヴィユーザーらしきバッサバサの茶髪に象さんのように乾燥したおみ足を誇る得体の知れない油粘土のような女性が、下段にある商品を見るためにこちらへドーンと巨大な臀部を突き出していらっしゃり、ホコリだらけでピチピチなチノパンから下着のラインを薄っすら出させていると「ははぁんなるほど…これは肥大化したケツにパンツが負けて片一方がこんな形になってんのか、趣きがあるなぁ」などとこれもまた思わず見てしまいます。

　なんといいますか、色気とは相反する御本体とドキドキしてしまうモノの落差、とでも言いましょうか、エロサイトに行ったら死体写真があったような、とにかく頭寒足熱、振り幅のあるギャップにクラクラしてしまったりするので思わず見てしまうというのもあるかもしれません。

　もちろんキレイで可愛らしい女性がそんなスキを見せてきたら、例えその方が妙なナチュラル系思想で「このペットボトルにありがとうって書いた紙を貼っとくと水がキレイになって健康にいいの。科学的にも証明されてるってセミナーでも言ってた」と言われれば、もうそれは100%そうなのでしょう。それくらいの説得力があります。しかしながら、どういうわけか、正統派の神々しさだけでは複雑に入り混じった現代社会に生きる者としては腑に落ちないものがあります。

　薄汚く現世のドブ川を漂って生きてきた私には、同じく薄汚れた荒波を漂って生きてきたであろう干からびたおば様たちのスカートの中身が、なんだかこちらに「わかってるよ、辛かったね」と語りかけてきているような気がして、やはりこれからも見てしまうことと思います。





リビングデッド・シスター


弾射音
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　みなが呆然と立ち尽くしていた。

　ただ、冴子だけがぐったりと横たわっている。

　そして、奥田教授がとっさに冴子に近寄り、彼女の股間から新生児を取り上げて両脚を掴んでぶら下げ、必死に尻を叩きはじめた。

「泣け！　泣け！」

　悲痛な叫びとともに、何度も尻を叩く。しかし、赤ん坊はうんともすんとも言わなかった。

　突然、母が教授の手から赤ん坊をひったくる。そして教授と同じように、両脚を掴んでぶら下げ、尻を叩きはじめた。

　泣きながら叩きつづけた。

　どれくらい叩きつづけたのか、記憶にない。ほんの数分だったかもしれないし、小一時間も叩きつづけたかもしれない。しかし、赤ん坊はどんなに叩かれても泣き出しはしなかった。

　そのうちに、とうとう母は赤ん坊をベッドに横たえて床に泣き崩れてしまった。

　教授が母の肩に手を置いた。

「残念です」

　母はすすり泣くばかりで、返事をすることができない。

　それまで驚愕のあまり固まっていた父が、ベッドに近寄り、赤ん坊をよく見ようとした。僕もそれに倣った。

　新生児は超未熟児だった。全身しわくちゃで、しかも皮膚が青白い。顔は苦悶の表情のまま生き絶えていた。ぬるぬる光っており、無数の斑点が浮かび上がっている。

　死産だ。

　しかも、まるでゾンビのような赤ん坊だった。

　赤いへその緒がへにゃりとしているのが哀れだった。

　父が母を立たせ、抱きしめる。

「初孫が。あたしたちの初孫が」

　母は泣きながら呟く。

　僕はあまりの衝撃に全身が硬直するのを覚えた。そして、冴子が処女ではなかったことに大きなショックを覚えていた。

　いつのまにロストヴァージンしていたのか。

　そして、いきなり腹の底から途方もない怒りがのどをせり上がってきた。

「……あの野郎！」

「相手の男を知っているんですか」

　奥田教授が僕に訊いた。

「はい。奴に違いありません」

　僕は冴子の小さいテーブルの上から彼女のスマホを取り上げ、アドレス帳を呼び出して新崎誠に電話をかけた。

「冴子！　快復したのか！」

「俺だ。兄の健一だ」

「ああ、お兄さんですか。どうしたんですか」

「今すぐこっちに来い」

「え？　でももう夜中ですよ」

「いいから、すぐ来い。話がある」

「わ、わかりました。三十分で駆けつけます」

　電話が切れる。

「へその緒を切らなくちゃ」

　父に支えられている母が熱に浮かされたように呟く。

「鋏を持ってきます」

　異様な行動だとは思ったが、誰も母を止めはしなかった。

　父が母を支え、二人で階下へ行く。鋏を持って、すぐに戻ってきた。

　ぐったりしている冴子の傍らから、赤ん坊を取り上げる。父が赤ん坊を持ち、母がへその緒を切った。

　そして母は、赤ん坊を冴子の顔の前にそっと置いた。

「冴子、あなたの子よ。あなたの子よ」

　冴子が少し身じろぎする。目の前の赤ん坊を見、唸り声を上げた。

　そして、赤ん坊の腕に噛みついた。

　首を振りながら赤ん坊の腕の肉を食いちぎる。口の周りを血だらけにしながら咀嚼し、飲み込んだ。そして、もう一口。そしてもう一口。

　母は口を両手で押さえ、必死にゴミ箱をつかんでその中に吐いた。

　父がとっさに冴子から赤ん坊を取り上げる。冴子は父を見上げ、威嚇するように唸り声を上げた。

　しばらくして、階下からインターホンの鳴る音が聞こえてきた。僕は階段を駆け下り、玄関のドアを開けた。

「今晩は……」

　僕はいきなり新崎誠の鼻面を拳で思いっきり殴った。

「な！　何を」

「自分の胸に訊いてみろ！」

　花から血を垂らしながら、新崎は両手で自分をガードする。

「いきなり殴るなんてひどい！　落ち着いてください。何があったんですか」

「自分の目で確かめろ」

　僕は新崎を引っ張り上げ、冴子の部屋に連れていった。

「あ、お父さん、お母さん、今晩は」

　新崎がハンカチで鼻血を拭いながら言った。父が怒髪天を突きながら僕と同じように新崎を殴る。新崎は衝撃で床に倒れ込んだ。

「二人とも！　一体どうしたんですか！」

「あれを見ろ！」

　父が冴子のベッドを指さす。新崎が立ち上がり、父が彼を冴子の方へ突き飛ばした。

「こ、これは……」

「そうだ。冴子は子供を産んだんだよ」

　僕は言った。

「おまえの子だ。どうしてくれるんだ。どう落とし前をつけるんだよ」

「僕じゃありません！」

　新崎は泣きながら父と僕に訴えた。

「お前しかいないじゃないか」

　父が言った。

「じゃあ、誰の子だ」

　僕は新崎に詰め寄った。

「知りません。だけど、僕じゃありません。信じてください。僕たちはまだそんな関係じゃないんです」

　父と僕は目を見合わせた。

「本当か？」

　父と僕は同時に言った。

「本当です。信じてください。僕は冴子にいっさい手をつけていません」

「じゃあ、一体誰なんだろう」

　父が首を捻る。新崎はとうとう泣きはじめ、鼻血で赤くなったハンカチで涙を拭った。

「……すまん。君とばかり思ったんだ」

　僕は言った。

「別にかまいません。疑われても仕方ありません。でも、ショックです。冴子はヴァージンとばかり思っていたのに。浮気をしていたなんて」

　冴子は出産のダメージから快復したらしく、再び僕たちを威嚇するように唸り声を上げた。父から赤ん坊の死体を受け取っていた母は、血でブラウスを汚しながら赤ん坊をあやすように優しく揺らしていた。

　奥田教授は驚嘆の表情を顔に浮かべたままだ。




【続く】


OCTA ORCAのNuCARについて。


murbo

　前回からの続き、3DCGのグループ展覧会は東海3DCGクリエイターズ作品展に決まりました。僕が3DCGのクリエイターか、そもそもクリエイター（本来の意味での造物主でなくて作家という意味で）か、疑問はありますけど取りあえずそういうことで決まりました。

　今回掲載のロボットカーは荒廃した地上の環境を調べたり、不審者、死亡者などの検索に使われている機械の設定です。ささっと作る予定でしたので窓ガラスをすべて無くし、タイヤも反重力システムという理屈をつけることで地面と接地していないことにしました。こうしたら作るが楽じゃないかと思ったのです。以前モデリングした自動車があったな、あれざっくり外側だけ作ってて改造しやすいんじゃないかと思って先に挙げた部分を作り直して完成にする予定でした。が、なんか手抜きにもほどがあるし、既存の自動車を改造するのはそれこそクリエイター的に微妙な気分じゃないかとか思い出して、デザインから新規に作りました。NuCAR、ヌー・カーと言います。nuclearのnuです。適当に決めてから単語を調べたので少し外れた意味になっちゃいました。核兵器搭載の自動車じゃないのでね。



　NuCARヌーカー

　NC07B、NuCARヌーカーはロボット技術に定評のある機澤重工業きざわじゅうこうぎょう製の学習型コンピュータ搭載のロボットカー。初めて専用に開発、設計された。人体に有害な放射性物質などの検知と現状実態調査を行う。反重力システムで駆動する。

　ブラザーシティの地上には当初30台が配備され、基本的なスケジューリングと目的以外は自立して行動している。まれにネットワークから外れ、GK-1に乗っ取られ武装化したNuCARやGK-1そのものから破壊されるため、逐次補充されているので稼働台数は一定ではない。

　先にコントロールセンターからの操作が必要な新音工業しんおんこうぎょうの無人反重力自動車、インテグラル2が配備されていた。人的リソース、地上での電波状況の劣悪さなどから、ネットワークから離れて自己増殖したGK1のハッキングによる乗っ取りが多発、ロボット型の装置の配備が急がれていた。これはコンペティションとなり、新音工業のインテグラル2のロボット型であるインテグラル2Rと、この機澤重工業のNuCARが最後まで残り、NuCARが選ばれた。運用当初は暴走や建築物への衝突など初期不良による交通事故が多発、一台当たりの単価が高い事もあり、索敵能力などの性能では劣るが、若干の安定性の高さのあるインテグラル2Rを小ロット量産し、NuCARの改良型登場までの一時しのぎとなった。

　改良型のNuCAR2の配備されるとこれまでの事故が激減し、データ収集も効率化されていった。能力の高さと比例する運用コストはじわじわと市政を圧迫していた。その高コストの緩和措置として前期型の改良パーツによるアップグレード版NuCARplusも稼働させている。このタイプは自己判断能力が低いので比較的コントロールセンターから近い主要道路を守備範囲にし、緊急事態にはコントロールセンターから強制操作される。

　NuCARplusとNuCAR2Rの外見上の差はフロントグリルの形状のみ。



　最初は単に放射性物質で汚染された地上を走っている車程度のつもりだったのに、設定を書き進めてみるとこれより前の機種があったらいいなと思って、途中まで作った既存の自動車を改造したタイプを依然あった車種に設定し、書いているうちに劇中に登場するのはNuCARの後期型だったことになっちゃったのでフロントグリルだけ作り直して前期型を作って、最終的に三種類作ってしまった。

　OCTA ORCAの制作中の手すさびだったんですけど、仕事も手間取ってこの二月はかかり切りみたいになっちゃった。勿論、北極大陸に掲載するためだけではないので劇中にもワンカット登場します。

　次はOCTA ORCAを掲載できるかな。いやいや、出来ないと展覧会に間に合わないよなあ。

【続く】



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記
murbo／え～、第40号の編集後記です。今回はあまり時間がないので短めにしたいです。




ドラゴン／お疲れ様でした！何かと忙しい時期ですね。




古川モトイ（以下古川）／本業もこの時期忙しいんですよ。




murbo／僕はそんなに忙しくはないんですけど、人につられてあまり動けない感じですねぇ。

あ、受験シーズン突入ですか。




ドラゴン／僕もこの歳でアルバイトの面接。憂うつ（笑）




murbo／それは大変だ




ドラゴン／アルバイトして小遣いがたまったらまた自主映画をやりたいですね。中年が作るバカで下品でチープな世界。って高校生みたい…。いろいろやけっぱちです。




murbo／チープというとスマホで撮るのも特別なことじゃなくなってきました。

スマホケースのレンズの当たるところにカメラ用の37mmへのステップダウンリングを接着してはみ出たところを遮光するとスマホで37mm径のフィルタやワイコンが使えますよ。




ドラゴン／そんな技があるんですか。iPhoneにアタッチメントで、昔のCクランプのシネレンズ使いたいな。ベトナム戦争に行ってたフィルモがあるので、三連ターレットにオールドレンズがくっついてるんです。

iPhoneといえば、ちょっと前にベントレーがiPhone5とiPadでCM制作してて度肝を抜かれましたが、なによりもそれをサポートするリグだったりミニクレーンだったりで数百万の機材だったことにも度肝を抜かれました。しかし時代は流れて今はそんなの無くともとてもいい感じに撮れるので、これまた度肝を抜かれます。




murbo／37mm径のフィルタなどが使えるリグは市販されてるんですけど、ステップダウンリングでも代用できますね。ビデオ用の77mm強のワイコンつけて試してました。

スマホのカメラアプリが頑張ったおかげで多少中心がずれたり、若干レンズから離れていてもピントは合わせてくれます。

CMなどでiPhone使ってる件はリグがスマホより高いですからねぇｗ

デジタル一眼の動画と比較するとやっぱり違いは判ります。オートで撮ってるせいもあるでしょうが、画質が硬すぎるたり、なんか赤っぽい、紫っぽい感じがします。SONYのカメラみたいな感じ。ワイコンがSONY製だったからかな。




古川／写真全然分からないんですが、一昨年一念発起して、デジカメかいました。ミラーレス２眼。

「FinePix Real 3D W3」ってヤツです。




murbo／なぜ3Dカメラｗ




古川／まさか、印刷サービスが終了するなんて思ってなかったんですよ。




murbo／3D、やたら早く廃れちゃいましたねぇ。その分VRが頑張っちゃった。




古川／基本的に同じ技術のはずなのに、自分で撮影した３D写真を額縁に入れて飾るのってちょっと未来感あると思って憧れだったのになァ･･････




murbo／コンピューター関連の未来の話だと紙の広告やデザインとかほぼいらなくなるので大変だなあと思っておりますよ。未来に負けちゃう。

そうそう、eスポーツも世界的には大きなムーブメントになってるんでしょうか。たまに見かける記事だと日本だけ遅れてる感じがします。




古川／あれは、eスポーツが日本で遅れてるとも表現できますが、ギャンブルの規制が日本で進んでるとも表現できるので一長一短なんす。

って今書いて、海外でのeスポーツとギャンブルの関係を書くの忘れていた事実に今気付いたｗｗｗ

eスポーツはイギリス的なオッズが付く賭けではなく、サッカーくじのようなものがあるんでしょうか

ちょっと編集後記で申し訳ないけど補足させて下さい。海外ではeスポーツの勝敗は賭けの対象になっているので、資金が潤沢なんです。賭けの方式はオッズ式だったように記憶していますが、取材していないので詳しくは不明ですね。そういう経緯で対戦ゲームの世界大会をラスベガスでやったりするんです。一応、日本国内では「大会で勝った人間の賞金が大きすぎると、それは賭博にあたらないかどうか？」という議論が直近の課題なんですが、その先に「eスポーツ業界にお金が落ちる仕組み」という難題が待っていると私は考えています。




murbo／ラスベガスで開催する理由は賭けなんですね。資金調達がギャンブルによって成り立ってる。

そうなると純粋にスポーツに部分だけ取り出して、オリンピックだ！といっても無理が出てくる可能性ありますか？




古川／いや、日本ではサッカーくじ、アメリカには野球くじもあるはずなので、オリンピックや順ずる国際大会に導入する場合はさほど問題ないと思います。問題なのは本文でも触れた「国際試合の競技ルール（ゲームシステム）」が国際団体ではなくゲーム開発してる企業に委ねられてしまう点ですね。過去、対戦ゲームでは１P側と２P側で明らかな有利不利がある不具合が何年間も発見されなかった事象もあります。大会運営のルールを細かく調整して極力平等にする努力は続けられています。これは本当にかなり丁寧に運営ルールは定められていますが、現行の国際的に通用しているスポーツと同水準となると厳しいでしょうね。まだ麻雀とかのほうがスポーツとしては扱いやすいでしょうね。




murbo／ああ、なるほど、ゲームだと今は既成のタイトルで競技するようですから、開発会社への依存度は高くなりがちという話ですね。一般的なスポーツだと協議に使う道具は企業が作ってもプレイする環境（ルールとか）そのものを作ることはあまりないですね。公式大会用のゲーム自体を運営団体が開発するとかそういうのはなさそう。

あ、ストリートファイターなど常に開発は進行してるので、どのバージョンで対戦するか決めないといけないよなあ。




murbo／それもeスポーツ界の抱えている問題の一つですね。インターネットに繋がる事が前提のゲームもあるのですが、まあ、大会期間中にバージョン変更される事例が実際に起きてるんですよ。

オンラインで大会期間中にバージョンアップはめちゃくちゃですねw かといってバグが見つかった時などはやらないわけにはいかないし。




古川／インターネットを利用している場合、ネットでのサーバーの脆弱性が原因になると、アップデートせざるをえなくて、開発企業はゲーム内容はいじったつもりないのに、フタ開けたらゲームにも影響出ちゃってる……みたいなストーリーは容易に想像できます。これは根が深いですよｗどうします？オリンピック期間中にゲームサーバーが攻撃に遭って、対抗してアップデートしたらゲームに新しいバグが出ちゃったりしたら……




murbo／そうですよね、オリンピックに反対する人たちもいるでしょうし、普段のプログラム以上に目立つ存在なのでそうでなくても攻撃の対象としてはわかりやすいです。平昌の風が強いや寒いとは違うやっかいな問題になります。




古川／その通りです。正直、ピョンチャンの風はマスコミが「ピョンチャン」寄りの報道をしても「選手」寄りの報道をしてもどちらにも分がある話だと思います。歴史の長いスポーツだからこそ「次はもっとちゃんとしよう」って皆考えてくれると思いますが、これがオリンピック参入一発目のeスポーツで起きたらもう目も開いてられないでしょうね。スキージャンプに喩えると「運営も、選手も、風も全部悪！」みたいな流れにあっという間になるでしょうね。

そうなると、色々ほじくられますよ。どこの会社とは言いませんが、あるゲーム会社は下請けの会社に出向させている社員を殴られ役にするんですよ。ゲームの開発遅れてると本社からやってきて下請けの会社の人間じゃなくて、自社の出向社員を皆の前で文字通りぶん殴るんです。世界的に有名な格闘ゲームの開発企業がもし本当にそんなことをやっていたら、そういう話とかはワイドショーのネタになっちゃうんでしょうね。当然、eスポーツの日本代表チームのメンバーとかはプライベートの生活なんかも週刊誌に載っちゃうんでしょう。危ないですよ。




murbo／バンクーバーオリンピックでのスノーボードの国母選手みたいな本来の部分とは違うところでのバッシングがより大きな規模で起きると次に繋がらなくなってしまいます。




古川／はい。しかも、個人のバッシングに止まらないと思います。

補足ついでに書かせて頂くと、eスポーツに関する諸々の話はあくまでも古川個人の先入観に基づく話ですので、読んだ皆さんはウラ取らないようにしてくださいね？ｗ

「きっとこういう風だろうな」という「放談」ですので。ゲーム会社に迷惑かけるつもりは毛頭ございませんので。




murbo／そうですね、危惧はするけど老婆心で終わってほしいですね。




古川／はい。もうとっくにそんなこと対策済みだと嬉しいです。




murbo／電子本など編集してる割にはIT関連についていけていないので、こう言ったことが多少でもフォローできてよかったです。

ありがとうございます。折を見て頑張らせていただきます。




murbo／電子本も頑張らないとなあw 未だ同人誌状態なので。

40号もあまり記念しないまま配信することになりましたw 50号はそれなりになんとかしたいですね。




古川／いまさらながらおめでとうございます。




murbo／ありがとうございます。　結構な度合いでもう止めようかと思ってますけどねｗ

第50号までに参加者を二人位増員したいですね。




まぁ、そんなこんなで、地味に続けていこうと思ってます。

それでは皆様、今回もありがとうございます。次回も配信できるように頑張ります。




古川／よろしくお願いします！


北極大陸　第40号

2018年3月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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